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ク ラス タ ー 解析に よ る梅 雨前線帯（BF   と南大西洋収束帯（SACZ）の 雲の 研究

＊古川悠也 、 佐藤悠 、 児 玉安正 （弘前大院理 工）

1． は じめに

　雲は 大気 の 放射過程 や水 循環 に 大 きな影響 を及 ぼ

し、気候 シ ス テ ム に お い て 重要な役割を果た し て い

る e しか し、地球温暖化予 測 に用 い られ る気候 モ デ

ル に お い て 雲 の 再現は 十分で は な く、現実 大気 中 の

雲 の ふ る ま い を詳 し く調査 する必要性 が ある 。

　そ こ で 本研究で は 、梅 雨前線帯（BFZ ）と南大西 洋

収束帯（SACZ ）と い う 2 つ の 亜熱帯収束帯を対象 と

し、両者 にお い て代表的な雲 の タイプ と出現特 性を

調 べ た 。

2． 使用データ及び解析方法

　 本 研 究 で は 、 ISCCP （lnternational　 Satellite

Cloud　Climatology　Project）の D1 デー
タセ ッ ト （デ

ータは 3 時間間隔、全 球を 280kmx280km 格子で

表 現） の 中か ら CTP （雲頂 気圧 ） 一
τ （雲の 光 学的

厚 さ） ヒ ス トグ ラ ム デ
ー

タを用 い た 。 BFZ と SACZ

周辺 の CTP 一
τ ヒ ス トグ ラ ム デ ータを K 平均法を

用 い た ク ラ ス タ
ー解析に よ っ て 4 つ に分類 し、同時

に そ れ らの 相対 出現率（RFO ）も求めた 。

3． 結果

　ま ず、BFZ の 活動期 で ある 6 月 と 7A の データ に

つ い て 、2004 年 〜2005 年 の 2 シ
ーズ ン 分 を解析 し 、

代表的な雲の タイ プ を調 査 した。そ の 結果、BFZ 周

辺 には数 多 くの 雲 の タイ プが存在 して い る こ とがわ

か り、 4 分類で は不足 と判断 したた め、6 分類に 増

やす こ とに した。（クラ ス タ
ー数は 4 の まま）主要

な 6 つ の 雲 の タイ プ は下層雲 主 体 の LC 、厚 め の 中

層雲 主体 の MC 、浅 い 対流雲主体 の CS、深 い 対流雲

主 体 の CD 、対流に伴 う厚 い 巻雲主体 の CC 、薄 い 巻

雲主体 の TC で あっ た。

　 こ の分類を用 い て 、BFZ の 活動が活発 だ っ た 2005

年 7月 1 日〜5 日に つ い て分布 を調 べ た 。 そ の 結果、

図 1 （上）の よ うに CD は BFZ の 位 置に 分布 し、こ

れ を境に低緯度側 の 海洋には LC が、高緯度側 の 海

洋 に は MC が 卓越 して い た 。
　 CS は ごくわずかな所

に し か 見 られ ず 、 大 陸か ら海洋 にか け て ま ば らに存

在 して い た。また 、CC は BFZ よ り低緯度側に細 く

帯状 に分布 して お り、TC は BFZ よ り低緯度側 の 海

洋 と高緯度側 の 大 陸に 多 く出現 し て い た。

　次 に 同 じ分類 を用 い て 、SACZ の 活動が活発 だ っ

た 2004 年 1 月 8 日 〜 17 日 に つ い て 分布 を調べ た。

CD は図 1 （下） の よ うに SACZ の 位 置に
一致 し て

分布 し て い た 。 LC は SACZ の 低 緯度側 、 高緯度側

両 方 の 海洋で 卓越 し て い た 。 MC と CS は 共に 低緯

度か ら高緯度 の 主に大陸にま ばらに存在 して い た 。

ただ し 、
い ずれ も分布 はわず かな領域に限 られ て い

た。ま た 、CC は ほ ぼ SACZ の位置か 、やや低緯度

側 に帯状 に分布 し、TC は SACZ よ り低緯度側の 海

洋 と高緯度側 の 大陸に多 く出現 して い た。

　以 上 よ り、BFZ と SACZ 周辺 にお い て LC 、　 CS 、

CD 、　 CC 、　 TC に関 して は出 現す る場 所や 出現 頻 度

に 類似性が見 られ た．（LC 、　CS は部分的に）
一

方 で

MC につ い て は 両者 の 間に か な りの 違 い が あ っ た。
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図 1　 CD の 分布 と出現頻度　　（上 ） BFZ 　 （下）SACZ

※ 雲 の 分類がで きなか っ た 領域 （格子 ）に は 斜線 を 引い 想
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